
【注意：新型肺炎対応】 履修の際、ＵＴＡＳへの登録と同時に、表題のすぐ下に記載さ

れている（複数の場合すべての）幹事教員へ、最初の講義の前日までに、名前と学籍番号

を記した受講希望のメールを出してください。なお、まち大以外の方で受講されたい方は、

office@mps.t.u-tokyo.ac.jp までご連絡ください。

２０２０年夏学期 「都市経営基礎第３ 都市再生・不動産開発事業とファイナンス」

水曜 7 限（20 時 10 分－21 時 35 分）

担当 遠藤 薫、和良地克茂

□講義の目的

実際の都市再生プロジェクトを通して、不動産開発事業、ファイナンスという観点から

の理解を深め、最近の状況を踏まえた上で、今後の課題を捉え、解決策を見出すための視

点、考え方を養う。

講義は１回８５分間（講義に偏らず、十分な質疑応答の時間を確保）、１６回行う。

□講義項目

１．都市再生・不動産開発概論 …遠藤・和良地 (4/08)

２．ファイナンスという観点から、不動産開発事業、都市再生事業を考える

２－1 不動産価格形成の構造とキャップレート ・・・小松広明先生 (4/15)

２－３ オフィス開発投資の実際 ・・・・和良地 （4/22）

２－２ 都市再生事業に対する公的金融支援制度 ・・・・佐藤守孝先生 (5/13)

２－４ 地域創生とファイナンス ・・・・ 岡 嘉紀先生 (5/20)

２－５ 公共施設改革と社会資本ファイナンス ・・・内藤伸浩先生 (5/27)

２ー６ まちづくりとクラウドファンディング ・・・幸田泰尚先生 （6/03）

２－７ 世界の不動産投資家の視点とわが国の不動産投資市場 ・・小夫孝一郎先生（6/10）

２－８ 社会資本整備とインフラファンド ・・・・福田隆之先生(6/17)

２ー９ 物流施設投資の実際 ・・・・辻 貴史先生（6/24）

３．市街地再開発事業を通して、都市経営・社会的な投資という観点から最も

事業性が高い都市再生事業の在り方を考える

４－1 都市再開発法制度の運用と市街地再開発事業の実績・傾向 ・・・ 遠藤 (7/01)

４－2 高度利用の理念 ・・・・・・・ 遠藤 (7/08)

４－3 地価負担力の最大化と最適土地利用計画 ・・・・ 遠藤 (7/15)

４－4 開発利益の配分問題 ・・・・・遠藤 (7/22)

  ４−５ 市街地再開発事業のリスクマネジメントと都市経営 ・・・・ 遠藤(7/29・6限)

  ４−６ 地方都市再生と身の丈再開発                           ・・・・ 遠藤（7/29・7 限）

※7 月 29 日は、６限・７限の連続講義になっていますのでご注意ください。
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□理解すべき事項

都市再生を実際に進めるためには、様々な課題に直面することになる。

本講では、まず都市再生のために頻繁に導入されている市街地再開発事業等の事業を題

材として、実際の課題とそれを克服する方策、立場を異にする多くの関係者間の合意形成

のあり方を考える機会とする。

また、実際に課題を克服するためには、単に公的支援を拡充するという方向での取り組

みには大きな限界があり、不動産ファイナンスという観点からの創意工夫が必要になる。

このファイナンスに関する最新の知見、理論も踏まえ、実際の場面で、どのように都市再

生を進めていくかについて独自の見識を確立する。

□成績評価

レポート


